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2016年
3 月 号

司
祭　

オ
ー
ガ
ン
ス
チ
ン　

與
賀
田
　
光
嗣

「
主
と
共
に
大
斎
を
歩
む
」

「
主
と
共
に
大
斎
を
歩
む
」

　

今
年
は
二
月
十
日
の
水
曜
日
に
大

斎
始
日
、
灰
の
水
曜
日
が
あ
り
、
大

斎
節
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

大
斎
節
は
、い
わ
ゆ
る
、断
食
（
節

制
）
と
施
し
、
祈
り
の
季
節
で
す
。

大
斎
克
己
献
金
に
見
ら
れ
ま
す
よ
う

に
、
自
分
の
自
己
中
心
的
な
生
き
方

を
克
服
し
、
己
に
克
つ
、
と
い
う
印

象
が
強
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

確
か
に
そ
れ
も
そ
う
な
の
で
す

が
、
誘
惑
と
い
う
も
の
は
、
自
分
が

何
か
を
達
成
し
た
、
と
思
っ
た
時
に

や
っ
て
く
る
も
の
で
す
。
主
イ
エ
ス

が
飢
え
を
覚
え
ら
れ
た
の
は
、
悪
魔

か
ら
の
誘
惑
が
あ
っ
た
の
は
、
四
十

日
の
断
食
を
終
え
ら
れ
た
後
だ
、
と

い
う
こ
と
覚
え
た
い
も
の
で
す
。

　

私
た
ち
が
持
つ
あ
る
種
の
達
成

感
。
そ
れ
を
見
て
貰
い
た
い
、
自
分

を
わ
か
っ
て
欲
し
い
と
い
う
思
い
。

こ
れ
が
、
時
に
は
、
自
分
の
思
い
通

り
に
し
た
い
、
自
分
が
一
番
に
な
り

た
い
、
他
人
は
ど
う
で
も
よ
い
、
と

い
う
思
い
に
繋
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

そ
ん
な
時
、「
あ
、
今
、
自
分
は
、

こ
れ
は
や
っ
ち
ゃ
い
け
な
い
」と「
胸

が
痛
む
時
」、
良
心
が
痛
む
時
、
誘

惑
を
「
覚
え
る
」
の
で
す
。

＊

　

克
己
、
己
に
克
つ
、
誘
惑
に
打
ち

勝
つ
、
自
己
中
心
的
な
生
き
方
を
克

服
す
る
。こ
う
い
っ
た
字
面
で
す
と
、

な
ん
だ
か
「
弱
い
自
分
」
は
駄
目
な

ん
だ
、
強
く
な
ら
な
く
ち
ゃ
い
け
な

い
、
と
い
う
よ
う
な
気
が
し
て
き
ま

す
。

　

し
か
し
、
も
う
少
し
深
く
考
え
ま

す
と
、
弱
い
自
分
に
気
づ
く
時
、
胸

が
痛
む
時
と
は
、「
こ
れ
は
や
っ
ち

ゃ
い
け
な
い
」、「
本
当
は
こ
う
し
た

方
が
よ
い
」、「
神
様
が
私
に
求
め
て

い
る
こ
と
は
何
な
の
か
」
を
知
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

そ
れ
は
、
神
様
の
声
を
聞
こ
う
と

し
て
聞
こ
え
て
い
る
、
と
い
う
よ
り

も
、
ず
っ
と
隣
り
で
神
様
が
話
し
か

け
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
、
だ
か
ら
、

た
ま
に
な
ん
と
か
そ
れ
に
気
づ
く
こ

と
が
で
き
る
。
気
づ
く
と
、
悩
ん
だ

り
、
胸
が
痛
ん
だ
り
す
る
、
と
い
う

こ
と
で
し
ょ
う
。

　

で
す
か
ら
、
誘
惑
を
覚
え
る
と
い

う
の
は
、
悪
い
こ
と
で
は
な
い
の
で

す
。
い
わ
ば
、
神
様
の
お
恵
み
な
の

で
す
。
神
様
が
ど
ん
な
時
で
も
、
あ

な
た
の
側
に
お
ら
れ
る
と
い
う
証
拠

で
す
。

　

そ
し
て
、
誘
惑
を
覚
え
る
と
い
う

こ
と
は
、
同
時
に
、
あ
な
た
が
誘
惑

と
戦
お
う
と
し
て
い
る
証
拠
、
あ
な

た
が
神
様
に
支
え
ら
れ
て
十
字
架
の

道
行
き
を
歩
も
う
と
し
て
い
る
証

拠
、
主
イ
エ
ス
が
あ
な
た
と
共
に
歩

ま
れ
て
い
る
証
拠
な
の
で
す
。

＊

　

だ
か
ら
主
イ
エ
ス
は
常
に
、「
安

心
し
て
行
き
な
さ
い
」と
言
わ
れ
る
。

「
わ
た
し
の
軛
は
負
い
や
す
い
」
と

言
わ
れ
る
。
十
字
架
か
ら
逃
げ
出
し

て
、
夕
暮
れ
の
エ
マ
オ
へ
の
道
で
、

夕
暮
れ
の
方
か
ら
、
沈
み
欠
け
の
夕

日
か
ら
や
っ
て
来
ら
れ
て
、
弟
子
た

ち
と
共
に
、
彼
ら
が
逃
げ
だ
そ
う
と

す
る
夕
暮
れ
の
方
向
へ
、
共
に
歩
ん

で
く
だ
さ
る
の
で
す
。

　

弟
子
た
ち
は
そ
の
方
が
誰
か
気
づ

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
共
に
い
る
よ

う
に
お
願
い
を
し
、
主
イ
エ
ス
は
彼

ら
の
た
め
に
パ
ン
を
裂
か
れ
ま
し

た
。

　

弟
子
た
ち
の
脳
裏
に
、
今
ま
で
も

こ
と
あ
る
毎
に
パ
ン
を
裂
き
、
与
え

ら
れ
る
主
の
御
姿
が
浮
か
び
ま
し

た
。
十
字
架
の
上
で
、
裂
か
れ
た
主

の
御
姿
が
浮
か
び
ま
す
。
今
、
な
お

も
目
の
前
で
、
側
で
、
パ
ン
を
裂
か

れ
る
主
イ
エ
ス
の
御
姿
に
気
づ
く
の

で
す
。

「
こ
れ
は
あ
な
た
が
た
の
た
め
に
与

え
る
私
の
体
で
あ
る
」
と
い
う
言
葉

が
心
に
響
き
ま
す
。

　

そ
の
時
、日
々
の
私
た
ち
の
命
が
、

主
ご
自
身
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
、
常
に
主
が
お
ら
れ

る
と
い
う
こ
と
を
悟
り
ま
す
。

　

す
る
と
主
の
姿
は
見
え
な
く
な
り

ま
し
た
が
、
も
う
弟
子
た
ち
は
心
細

く
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
彼
ら
は

沈
み
か
け
の
夕
日
を
背
に
し
て
、
ど

ん
ど
ん
と
長
く
な
る
自
分
の
影
を
見

つ
め
な
が
ら
、
暗
い
方
向
の
エ
ル
サ

レ
ム
へ
と
、
歩
み
出
し
た
の
で
す
。

　

大
斎
節
の
歩
み
と
は
、
荒
れ
野
の

四
十
日
の
歩
み
と
は
、
あ
な
た
の
人

生
の
歩
み
と
は
、
キ
リ
ス
ト
が
共
に

歩
ま
れ
る
道
行
き
な
の
で
す
。
で
す

か
ら
、「
安
心
し
て
」、
十
字
架
と
復

活
の
道
行
き
を
、
共
に
、
祈
り
つ
つ

歩
ん
で
参
り
ま
し
ょ
う
。

11
月
15
日
（
日
）

　

ド
ロ
テ
ヤ　

藤　

井　

美　

子

松
山
聖
ア
ン
デ
レ
教
会

12
月
25
日
（
金
）

　

ペ
テ
ロ　

牧　

岡　

広　

樹

神
戸
聖
ミ
カ
エ
ル
教
会

　

ル
シ
ア　

川　

添　

遙　

奈

高
知
聖
パ
ウ
ロ
教
会

１
月
24
日
（
日
）

　

ク
ラ
ラ　

高　

倉　

朱　

里

米
子
聖
ニ
コ
ラ
ス
教
会

11
月
29
日
（
日
）

　

ド
ロ
テ
ヤ　

藤　

井　

美　

子

松
山
聖
ア
ン
デ
レ
教
会

　

ミ
カ
エ
ル　

村　

上　

紳
一
郎

　

テ
レ
ジ
ヤ　

村　

上　

寿　

恵

大
洲
聖
公
会

（
於
：
松
山
聖
ア
ン
デ
レ
教
会
）

12
月
6
日
（
日
）

　

ア
ン
ナ　

米
澤　

玲
子

　

ヨ
ハ
ネ　

宮
城
正
太
朗

米
子
聖
ニ
コ
ラ
ス
教
会

12
月
25
日
（
金
）

　

ペ
テ
ロ　

牧
岡
広
樹
兄

神
戸
聖
ミ
カ
エ
ル
教
会

２
月
６
日
（
土
）

　

ミ
カ
エ
ル　

村　

上　

紳
一
郎

　

テ
レ
ジ
ヤ　

村　

上　

寿　

恵

大
洲
聖
公
会

１
月
１
日
（
金
）

　
マ
ー
ガ
レッ
ト　

小　

野　

登
美
子

明
石
聖
マ
リ
ア
・
マ
グ
ダ
レ
ン
教
会

１
月
７
日
（
木
）

　

ペ
テ
ロ　

村　

上　

忠　

愛

大
洲
聖
公
会

１
月
13
日
（
水
）

　

ペ
テ
ロ　

大　

東　

謙　

一

明
石
聖
マ
リ
ア
・
マ
グ
ダ
レ
ン
教
会

11
月
15
日
（
日
）

　

D
errich M

itchell

　

英
国
国
教
会
よ
り

松
山
聖
ア
ン
デ
レ
教
会
へ

11
月
30
日
（
月
）

　
ク
リ
ス
チ
ナ　

佐
々
木　

さ
ゆ
り

　

福
岡
聖
パ
ウ
ロ
教
会
よ
り

高
知
聖
パ
ウ
ロ
教
会
へ

１
月
12
日
（
火
）

　

デ
ボ
ラ　

高　

倉　

桃　

子

　

ダ
ビ
デ　

高　

倉　
　
　

一

　

志
木
聖
母
教
会
よ
り

米
子
聖
ニ
コ
ラ
ス
教
会
へ

　

西
四
国
伝
道
区
で
は
、
１
月
９
日

（
土
）
に 

松
山
聖
ア
ン
デ
レ
教
会
に

て
、
伝
道
区
委
員
会
を
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

伝
道
区
会
で
は
、
２
０
１
５
年
の

活
動
報
告
と
会
計
報
告
、
２
０
１
６

年
の
活
動
計
画
と
予
算
に
つ
い
て
協

議
さ
れ
ま
し
た
。

　

５
月
に
は
、
交
流
会
を
開
催
す
る

予
定
。

　

２
月
２
日
（
火
）
神
戸
昇
天
教
会

に
於
い
て
、
神
戸
伝
道
区
婦
人
会
被

献
日
聖
餐
式
が
、
小
南
晃
司
祭
の
司

式
の
も
と
、
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

礼
拝
で
は
、
小
南
司
祭
か
ら
被
献

日
の
意
味
と
、
同
日
が
日
本
聖
公
会

婦
人
会
の
記
念
日
で
あ
る
こ
と
の
お

説
教
が
あ
り
ま
し
た
。礼
拝
後
に
は
、

昇
天
教
会
の
ホ
ー
ル
で
、
昇
天
教
会

の
婦
人
会
の
皆
さ
ん
が
ご
用
意
し
て

下
さ
っ
た
豚
汁
や
お
漬
物
の
昼
食
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
テ
ー

ブ
ル
ご
と
に
分
か
れ
て
の
ク
イ
ズ
大

会
な
ど
が
行
わ
れ
、
楽
し
い
交
わ
り

の
時
と
な
り
ま
し
た
参
加
者
35
名
。

　

２
０
１
６
度
は
、
姫
路
顕
栄
教
会

の
婦
人
有
志
が
当
番
と
な
り
、
降
臨

節
の
黙
想
会
、
被
献
日
礼
拝
の
準
備

を
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
、
伝
道
区
内
の
婦
人
た
ち
、
ま
た
、

す
べ
て
の
女
性
た
ち
の
奉
仕
と
活
動

を
覚
え
て
お
祈
り
く
だ
さ
い
。

鳩
だ
よ
り

鳩
だ
よ
り
《
敬
称
略
》

祝　
　

洗　
　

礼

祝　
　

堅　
　

信

祝　
　

聖　
　

婚

ご　
　

逝　
　

去

教　

籍　

移　

動

（
高
知
聖
パ
ウ
ロ
教
会
牧
師
）

神
戸
伝
道
区

西
四
国
伝
道
区

1日
2日
2日
5日
7日
11日
11日
13日
13日
15日
15日
15日
16日
17日
19日
19日
22日
23日
23日
25日
28日
28日

執 事
司 祭
司 祭
伝道師
伝道師
司　祭
宣教師
伝道師
司 祭
司 祭
司 祭
司 祭
伝道師
司　祭
司 祭
伝道師
司 祭
司 祭
伝道師
司　祭
主 教
主 教

中村　四朗
鈴木　尚夫
小南　　弘
岡井　ちゑ
億川　八郎
広瀬　輿吉
サ ン ダ ー
井 上　トヨ
荒砥　琢哉
山内　豊吉
小池　耕造
マクドナルド
鶴野　瑛治
堀　　六郎
ストロング
高山　ゆき
入交　源治
村田　　里
神崎　幸子
瀬山　岩雄
シンプソン
マ ン

パウロ
パウロ
ヨハネ

パウロ
メアリー

ペテロ
ジョン

ジョージ

トマス

マリア・マグダレン
ヨハネ
ジョン
ジョン

日時　2016年4月6日（木）午前10：30
場所　神戸聖ミカエル大聖堂
司式　主教　中村　　豊
説教　司祭　中原　康貴

＊4月の記念逝去教役者

4月の教区関係教役者
逝去記念聖餐式

お
詫
び
と
訂
正

『
神
の
お
と
ず
れ
１
・
２
月
号
』

の
鳩
だ
よ
り
で
、
12
月
17
日
の

逝
去
者
、
小
野
勝
哉
兄
が
「
呉

信
愛
教
会
」
と
な
っ
て
い
ま
し

た
が
、
正
し
く
は
「
岡
山
聖
オ

ー
ガ
ス
チ
ン
教
会
」
で
す
。

謹
ん
で
、
お
詫
び
し
、
訂
正
い

た
し
ま
す
。

神戸教区青年交流会のご案内
日　程
会　場
会　費
プログラム

締　切

3月20日（日）～21日（月）
神戸聖ミカエル教会、神戸教区会館
２,０００円

3月１３日（日）

新青年歓迎会、今年度の予定計画、交わりの時など。
申込は各教会へ届く案内をご覧ください。
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神
戸
聖
ヨ
ハ
ネ
教
会
で
は
、
１
月

17
日
（
日
）
午
前
10
時
半
よ
り
、
阪

神
淡
路
大
震
災
21
年
を
覚
え
て
聖
餐

式
を
行
い
ま
し
た
。
説
教
者
に
は
、

震
災
当
時
、
当
教
会
牧
師
で
あ
っ
た

中
村
主
教
を
お
迎
え
し
、
こ
れ
ま
で

の
ヨ
ハ
ネ
教
会
の
歩
み
に
思
い
を
馳

せ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
午
後
３
時
か
ら
は
４
回
目

と
な
る
「
〜
忘
れ
な
い
１
・
17
〜
ヨ

ハ
ネ
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ａ
Ｂ
Ｅ
コ
ン
サ
ー

ト
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
阪
神

淡
路
大
震
災
を
伝
え
て
い
く
。
そ
し

て
今
、
困
難
の
う
ち
に
あ
る
方
々
を

心
に
留
め
る
」
と
い
う
目
的
で
始

ま
っ
た
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
。今
年
も
、

出
演
者
と
お
客
さ
ん
が
一
体
と
な
っ

て
『
寄
せ
鍋
』
の
具
と
な
り
、
気
持

ち
を
分
か
ち
合
う
こ
と
が
で
き
た
こ

と
を
感
謝
い
た
し
ま
す
。
尚
、
会
場

で
寄
せ
ら
れ
た
募
金
は
、
東
北
教
区

に
繋
が
る
幼
稚
園
の
た
め
用
い
ら
れ

ま
す
。

　

先
日
、寒
波
に
襲
わ
れ
た
日
の
朝
、

幼
稚
園
へ
と
自
転
車
を
走
ら
せ
て
い

る
と
、
突
然
後
ろ
に
座
っ
て
い
る
娘

が
「
し
あ
わ
せ
運
べ
る
よ
う
に
」※

を
口
ず
さ
み
始
め
、
一
緒
に
歌
い
ま

し
た
。
起
こ
っ
た
出
来
事
と
人
々
の

思
い
を
受
け
継
い
で
、
次
の
世
代
に

伝
え
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
、「
忘

れ
な
い
」
と
い
う
言
葉
と
共
に
心
に

刻
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

伝
え
て
い
く
こ
と

阪
神
淡
路
大
震
災
21
年
記
念

　

倉
敷
聖
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
教
会
の

歴
史
に
つ
い
て
は
、１
９
８
５
年（
昭

和
60
年
）
信
徒
12
家
族
が
津
口
和
子

伝
道
師
を
中
心
と
し
て
、
福
山
諸
聖

徒
教
会
岡
上
典
夫
司
祭
に
願
い
、
倉

敷
会
衆
と
し
て
週
一
度
、
倉
敷
の
ホ

テ
ル
を
借
り
、
他
主
日
は
伝
道
師
宅

で
礼
拝
を
守
り
続
け
た
の
が
出
発
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

１
９
９
４
年
５
月
４
日
付
で
教
区

付
の
倉
敷
伝
道
所
が
正
式
に
認
可
さ

れ
、
倉
敷
に
教
会
を
建
設
す
べ
く
教

区
事
業
と
し
て
２
０
０
２
年
に
「
倉

敷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、
２
０
０
４
年

に
「
倉
敷
伝
道
所
宣
教
委
員
会
」
が

発
足
し
、
多
く
の
検
討
結
果
、
元
山

陰
合
同
銀
行
の
土
地
、
建
物
、
金
額

な
ど
が
適
当
と
し
て
購
入
、
教
会
に

改
装
し
ま
し
た
。

　

２
０
０
６
年
７
月
17
日
に
中
村
豊

主
教
に
よ
り
開
所
式
が
行
わ
れ
、
こ

の
地
に
聖
公
会
の
祈
り
の
場
が
与
え

ら
れ
、２
０
１
０
年
に
は
名
称
を「
倉

敷
聖
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
教
会
（
伝
道

所
）」
と
命
名
し
、
名
実
と
も
に
教

会
活
動
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
、
現

在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
信
徒
の
提
案
に
よ
り
、
週
一

度
は
中
国
語
講
座
・
太
極
拳
教
室
の

開
講
、
ま
た
２
０
１
３
年
か
ら
毎
週

水
曜
日
「
ほ
っ
こ
り
カ
フ
ェ
」
の
開

催
、
ほ
っ
こ
り
カ
フ
ェ
の
第
２
部
と

し
て
、
毎
月
１
回
「『
幸
せ
に
生
き

る
た
め
に
は
―
キ
リ
ス
ト
教
的
人
生

観
』
の
講
話
」、「
聖
書
か
ら
人
生
を

学
ぶ
会
」、
最
近
で
は
ほ
っ
こ
り
カ

フ
ェ
の
第
２
部
に「
聖
歌
を
歌
お
う
」

な
ど
を
開
催
、
教
会
を
広
く
開
放
す

る
と
共
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設

と
充
実
、
ま
た
年
一
度
の
バ
ザ
ー
を

通
じ
て
、
ご
近
所
や
地
域
と
の
親
睦

を
図
り
つ
つ
、
宣
教
活
動
の
一
環
と

し
て
い
ま
す
。

教会巡礼

倉敷聖クリストファー教会

（
平
野
一
郎 

司
祭
）

（
神
戸
聖
ヨ
ハ
ネ
教
会
信
徒

　
　
　
　
　
　
　
　
﨏
田
恵
里
）

（
神
戸
聖
ペ
テ
ロ
教
会
信
徒

　
　
　
　
　
ペ
テ
ロ
國
弘
安
俊
）

　

降
誕
日
の
夕
方
、
私
の
叔
母
で
あ

り
、
婦
人
伝
道
師
で
あ
っ
た
マ
リ
ア

永
沼
輝
子
が
老
衰
の
た
め
静
か
に
息

を
引
き
取
っ
た
。
享
年
１
０
０
歳
。

叔
母
の
姉
で
５
年
前
に
１
０
３
歳
で

亡
く
な
っ
た
マ
リ
ア
國
弘
千
江
子
に

続
き
、
姉
妹
で
１
世
紀
を
生
き
延
び

た
こ
と
に
な
る
。
い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ

し
て
い
て
楽
し
い
叔
母
で
あ
っ
た

が
、
一
方
で
他
人
に
安
直
に
迎
合
せ

ず
芯
が
強
く
て
勝
気
な
面
も
あ
っ

た
。
生
前
、「
か
が
み
も
ち
」
の
よ

う
な
私
の
太
鼓
腹
を
シ
ゲ
シ
ゲ
と
眺

め
な
が
ら
、「
そ
の
オ
ナ
カ
、
な
ん

と
か
せ
な
、
ワ
タ
シ
の
よ
う
に
長
生

き
で
け
へ
ん
で
ぇ
〜
」
と
よ
く
言
っ

て
い
た
。

　

叔
母
は
、
私
の
祖
父
・
國
弘
文
吾

の
４
人
目
の
子
供
と
し
て
、
１
９
１

５
年
岡
山
聖
オ
ー
ガ
ス
チ
ン
教
会
で

生
ま
れ
た
。
岡
山
聖
オ
ー
ガ
ス
チ
ン

教
会
は
、
國
弘
文
吾
が
大
阪
・
川
口

に
あ
っ
た
聖
三
一
神
学
校
を
卒
業

し
、最
初
に
赴
任
し
た
教
会
で
あ
る
。

叔
母
は
、
父
・
文
吾
の
転
勤
に
伴
い
、

高
知
・
赤
岡
を
経
て
１
９
２
５
年
か

ら
神
戸
に
住
む
こ
と
に
な
っ
た
が
、

１
９
３
２
年
、
そ
の
父
が
０
歳
か
ら

25
歳
ま
で
の
９
人
の
子
供
を
残
し
て

急
逝
。
こ
の
た
め
叔
母
は
、
母
・
エ

イ
の
兄
・
永
沼
勝
太
郎
が
住
ん
で
い

た
静
岡
に
身
を
寄
せ
、
１
９
４
０
年

に
は
永
沼
勝
太
郎
の
養
女
と
な
り
、

國
弘
姓
か
ら
永
沼
姓
に
な
っ
た
。
終

戦
前
に
は
神
戸
に
戻
っ
た
が
、
兄
弟

姉
妹
で
一
緒
に
暮
ら
し
て
い
た
須
磨

の
自
宅
が
空
襲
で
焼
失
し
、
命
か
ら

が
ら
避
難
し
た
神
戸
聖
ヨ
ハ
ネ
教
会

で
終
戦
を
迎
え
た
。
戦
前
に
つ
い
て

は
、
父
や
妹
の
病
死
、
戦
時
体
制
等
、

様
々
な
出
来
事
を
経
験
し
た
は
ず
だ

が
、
叔
母
は
多
く
を
語
ら
ず
、
時
た

ま
話
題
に
な
っ
て
も
、
淡
々
と
、
そ

し
て
懐
か
し
い
思
い
出
話
を
す
る
よ

う
に
語
っ
て
い
た
。

　

戦
後
も
紆
余
曲
折
は
あ
っ
た
も
の

の
、
神
戸
聖
ペ
テ
ロ
教
会
の
推
挙
に

よ
り
１
９
５
２
年
に
婦
人
伝
道
師
に

認
可
さ
れ
、
高
知
聖
パ
ウ
ロ
教
会
、

半
田
伝
道
所
、神
戸
聖
ペ
テ
ロ
教
会
、

そ
し
て
姫
路
顕
栄
教
会
で
活
動
し
、

１
９
６
８
年
に
依
願
退
職
し
た
。
叔

母
が
婦
人
伝
道
師
と
し
て
活
動
し
て

い
た
の
は
、
お
よ
そ
半
世
紀
も
前
の

こ
と
で
あ
り
、
今
も
健
在
な
元
同
僚

は
飯
塚
さ
ん
と
津
口
さ
ん
の
両
婦
人

伝
道
師
く
ら
い
で
は
な
か
ろ
う
か
。

当
時
は
、
神
戸
市
内
の
す
べ
て
の
教

会
に
婦
人
伝
道
師
が
配
属
さ
れ
る
と

い
う
誠
に
贅
沢
な
時
代
で
あ
っ
た
。

私
た
ち
家
族
は
、
戦
後
、
八
代
斌
助

主
教
の
特
別
の
計
ら
い
で
、
神
戸
・

岡
本
に
引
っ
越
す
ま
で
の
約
20
年

間
、
神
戸
昇
天
教
会
の
近
く
に
あ
っ

た
旧
女
教
師
館
に
住
ま
わ
せ
て
も
ら

っ
た
。
飯
塚
さ
ん
は
、
私
た
ち
と
一

つ
屋
根
の
下
で
住
ん
で
い
た
し
、
叔

母
は
津
口
さ
ん
と
は
特
に
仲
が
良
か

っ
た
ら
し
く
、
教
区
会
等
で
来
神
し

た
折
に
は
、
連
れ
だ
っ
て
我
が
家
に

泊
ま
り
に
来
た
り
し
、
深
夜
ま
で
話

し
込
む
こ
と
も
多
く
、
楽
し
か
っ
た

思
い
出
が
一
杯
あ
る
。

　

退
職
後
は
、
特
に
親
交
の
深
か
っ

た
姫
路
顕
栄
教
会
信
徒
・
大
澤
義
正

さ
ん
一
家
に
「
大
澤
家
の
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
」
と
し
て
迎
え
ら
れ
、
大
澤
さ

ん
の
世
話
に
な
り
な
が
ら
我
が
家
に

も
年
数
回
は
遊
び
に
来
て
い
た
。
そ

の
際
に
は
大
澤
家
の
話
題
を
よ
く

し
、
大
澤
さ
ん
の
子
息
の
成
長
を
何

よ
り
の
楽
し
み
に
し
て
い
た
よ
う

だ
。

　

叔
母
は
90
歳
を
過
ぎ
て
も
電
車
を

乗
り
継
い
で
姫
路
か
ら
我
が
家
に
遊

び
に
来
て
い
た
が
、
２
０
１
０
年
３

月
、
私
が
身
元
引
受
人
に
な
っ
て
特

養
施
設
に
入
居
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
血
圧
が
高
く
、
そ
れ
が
原
因
で

施
設
入
居
後
も
脳
梗
塞
を
患
っ
た
こ

と
が
あ
っ
た
が
、
持
ち
前
の
生
命
力

で
乗
り
切
っ
て
き
た
。
最
期
を
看
取

っ
た
大
澤
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
お
気
に

入
り
の
写
真
を
自
ら
の
葬
儀
用
遺
影

に
指
定
し
、
臨
終
の
日
に
は
、
東
京

在
住
の
私
の
妹
か
ら
届
い
た
ク
リ
ス

マ
ス
・
カ
ー
ド
を
見
取
っ
て
永
眠
し

た
と
い
う
。

　

叔
母
は
、「
人
生
は
試
練
の
連
続

で
あ
り
、
一
見
、
理
不
尽
で
受
け
入

れ
難
い
現
実
に
直
面
す
る
こ
と
も
あ

る
。
し
か
し
、
そ
う
い
う
と
き
で
も

自
分
を
見
失
わ
ず
に
、
前
を
向
い
て

快
活
に
生
き
る
。
そ
う
す
る
こ
と
に

よ
り
、
苦
か
っ
た
過
去
も
振
り
返
れ

ば
懐
か
し
い
思
い
出
に
な
る
」
と
実

感
し
て
い
た
よ
う
に
思
う
。
遺
族
と

し
て
は
も
ち
ろ
ん
一
抹
の
寂
し
さ
は

あ
る
が
、
叔
母
に
涙
は
ふ
さ
わ
し
く

な
い
。只
々
感
謝
す
る
の
み
で
あ
る
。

「
事
は
成
就
し
た
。
私
は
ア
ル
フ
ァ

で
あ
り
、
オ
メ
ガ
で
あ
る
。」（
ヨ
ハ

ネ
黙
示
録
21
・
６
）

マ
リ
ア  

永
沼
輝
子  

伝
道
師  

逝
去

叔
母
・

マ
リ
ア
永
沼
輝
子

の
想
い
出

※
神
戸
市
内
の
小
学
校
で
音
楽
教
諭
を

務
め
る
臼
井
真
氏
が
、
震
災
か
ら
２

週
間
後
、
テ
レ
ビ
に
映
る
三
宮
の
街

の
変
わ
り
果
て
た
姿
に
衝
撃
を
受

け
、
作
詞
作
曲
し
た
も
の
で
、
多
く

の
人
々
の
心
を
捉
え
て
希
望
の
灯
と

な
り
、
神
戸
復
興
を
願
う
シ
ン
ボ
ル

に
な
っ
た
曲
。
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神
戸
聖
ヨ
ハ
ネ
教
会
で
は
、
１
月

17
日
（
日
）
午
前
10
時
半
よ
り
、
阪

神
淡
路
大
震
災
21
年
を
覚
え
て
聖
餐

式
を
行
い
ま
し
た
。
説
教
者
に
は
、

震
災
当
時
、
当
教
会
牧
師
で
あ
っ
た

中
村
主
教
を
お
迎
え
し
、
こ
れ
ま
で

の
ヨ
ハ
ネ
教
会
の
歩
み
に
思
い
を
馳

せ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
午
後
３
時
か
ら
は
４
回
目

と
な
る
「
〜
忘
れ
な
い
１
・
17
〜
ヨ

ハ
ネ
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ａ
Ｂ
Ｅ
コ
ン
サ
ー

ト
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
阪
神

淡
路
大
震
災
を
伝
え
て
い
く
。
そ
し

て
今
、
困
難
の
う
ち
に
あ
る
方
々
を

心
に
留
め
る
」
と
い
う
目
的
で
始

ま
っ
た
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
。今
年
も
、

出
演
者
と
お
客
さ
ん
が
一
体
と
な
っ

て
『
寄
せ
鍋
』
の
具
と
な
り
、
気
持

ち
を
分
か
ち
合
う
こ
と
が
で
き
た
こ

と
を
感
謝
い
た
し
ま
す
。
尚
、
会
場

で
寄
せ
ら
れ
た
募
金
は
、
東
北
教
区

に
繋
が
る
幼
稚
園
の
た
め
用
い
ら
れ

ま
す
。

　

先
日
、寒
波
に
襲
わ
れ
た
日
の
朝
、

幼
稚
園
へ
と
自
転
車
を
走
ら
せ
て
い

る
と
、
突
然
後
ろ
に
座
っ
て
い
る
娘

が
「
し
あ
わ
せ
運
べ
る
よ
う
に
」※

を
口
ず
さ
み
始
め
、
一
緒
に
歌
い
ま

し
た
。
起
こ
っ
た
出
来
事
と
人
々
の

思
い
を
受
け
継
い
で
、
次
の
世
代
に

伝
え
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
、「
忘

れ
な
い
」
と
い
う
言
葉
と
共
に
心
に

刻
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

伝
え
て
い
く
こ
と

阪
神
淡
路
大
震
災
21
年
記
念
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恵
里
）

（
神
戸
聖
ペ
テ
ロ
教
会
信
徒

　
　
　
　
　
ペ
テ
ロ
國
弘
安
俊
）

　

降
誕
日
の
夕
方
、
私
の
叔
母
で
あ

り
、
婦
人
伝
道
師
で
あ
っ
た
マ
リ
ア

永
沼
輝
子
が
老
衰
の
た
め
静
か
に
息

を
引
き
取
っ
た
。
享
年
１
０
０
歳
。

叔
母
の
姉
で
５
年
前
に
１
０
３
歳
で

亡
く
な
っ
た
マ
リ
ア
國
弘
千
江
子
に

続
き
、
姉
妹
で
１
世
紀
を
生
き
延
び

た
こ
と
に
な
る
。
い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ

し
て
い
て
楽
し
い
叔
母
で
あ
っ
た

が
、
一
方
で
他
人
に
安
直
に
迎
合
せ

ず
芯
が
強
く
て
勝
気
な
面
も
あ
っ

た
。
生
前
、「
か
が
み
も
ち
」
の
よ

う
な
私
の
太
鼓
腹
を
シ
ゲ
シ
ゲ
と
眺

め
な
が
ら
、「
そ
の
オ
ナ
カ
、
な
ん

と
か
せ
な
、
ワ
タ
シ
の
よ
う
に
長
生

き
で
け
へ
ん
で
ぇ
〜
」
と
よ
く
言
っ

て
い
た
。

　

叔
母
は
、
私
の
祖
父
・
國
弘
文
吾

の
４
人
目
の
子
供
と
し
て
、
１
９
１

５
年
岡
山
聖
オ
ー
ガ
ス
チ
ン
教
会
で

生
ま
れ
た
。
岡
山
聖
オ
ー
ガ
ス
チ
ン

教
会
は
、
國
弘
文
吾
が
大
阪
・
川
口

に
あ
っ
た
聖
三
一
神
学
校
を
卒
業

し
、最
初
に
赴
任
し
た
教
会
で
あ
る
。

叔
母
は
、
父
・
文
吾
の
転
勤
に
伴
い
、

高
知
・
赤
岡
を
経
て
１
９
２
５
年
か

ら
神
戸
に
住
む
こ
と
に
な
っ
た
が
、

１
９
３
２
年
、
そ
の
父
が
０
歳
か
ら

25
歳
ま
で
の
９
人
の
子
供
を
残
し
て

急
逝
。
こ
の
た
め
叔
母
は
、
母
・
エ

イ
の
兄
・
永
沼
勝
太
郎
が
住
ん
で
い

た
静
岡
に
身
を
寄
せ
、
１
９
４
０
年

に
は
永
沼
勝
太
郎
の
養
女
と
な
り
、

國
弘
姓
か
ら
永
沼
姓
に
な
っ
た
。
終

戦
前
に
は
神
戸
に
戻
っ
た
が
、
兄
弟

姉
妹
で
一
緒
に
暮
ら
し
て
い
た
須
磨

の
自
宅
が
空
襲
で
焼
失
し
、
命
か
ら

が
ら
避
難
し
た
神
戸
聖
ヨ
ハ
ネ
教
会

で
終
戦
を
迎
え
た
。
戦
前
に
つ
い
て

は
、
父
や
妹
の
病
死
、
戦
時
体
制
等
、

様
々
な
出
来
事
を
経
験
し
た
は
ず
だ

が
、
叔
母
は
多
く
を
語
ら
ず
、
時
た

ま
話
題
に
な
っ
て
も
、
淡
々
と
、
そ

し
て
懐
か
し
い
思
い
出
話
を
す
る
よ

う
に
語
っ
て
い
た
。

　

戦
後
も
紆
余
曲
折
は
あ
っ
た
も
の

の
、
神
戸
聖
ペ
テ
ロ
教
会
の
推
挙
に

よ
り
１
９
５
２
年
に
婦
人
伝
道
師
に

認
可
さ
れ
、
高
知
聖
パ
ウ
ロ
教
会
、

半
田
伝
道
所
、神
戸
聖
ペ
テ
ロ
教
会
、

そ
し
て
姫
路
顕
栄
教
会
で
活
動
し
、

１
９
６
８
年
に
依
願
退
職
し
た
。
叔

母
が
婦
人
伝
道
師
と
し
て
活
動
し
て

い
た
の
は
、
お
よ
そ
半
世
紀
も
前
の

こ
と
で
あ
り
、
今
も
健
在
な
元
同
僚

は
飯
塚
さ
ん
と
津
口
さ
ん
の
両
婦
人

伝
道
師
く
ら
い
で
は
な
か
ろ
う
か
。

当
時
は
、
神
戸
市
内
の
す
べ
て
の
教

会
に
婦
人
伝
道
師
が
配
属
さ
れ
る
と

い
う
誠
に
贅
沢
な
時
代
で
あ
っ
た
。

私
た
ち
家
族
は
、
戦
後
、
八
代
斌
助

主
教
の
特
別
の
計
ら
い
で
、
神
戸
・

岡
本
に
引
っ
越
す
ま
で
の
約
20
年

間
、
神
戸
昇
天
教
会
の
近
く
に
あ
っ

た
旧
女
教
師
館
に
住
ま
わ
せ
て
も
ら

っ
た
。
飯
塚
さ
ん
は
、
私
た
ち
と
一

つ
屋
根
の
下
で
住
ん
で
い
た
し
、
叔

母
は
津
口
さ
ん
と
は
特
に
仲
が
良
か

っ
た
ら
し
く
、
教
区
会
等
で
来
神
し

た
折
に
は
、
連
れ
だ
っ
て
我
が
家
に

泊
ま
り
に
来
た
り
し
、
深
夜
ま
で
話

し
込
む
こ
と
も
多
く
、
楽
し
か
っ
た

思
い
出
が
一
杯
あ
る
。

　

退
職
後
は
、
特
に
親
交
の
深
か
っ

た
姫
路
顕
栄
教
会
信
徒
・
大
澤
義
正

さ
ん
一
家
に
「
大
澤
家
の
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
」
と
し
て
迎
え
ら
れ
、
大
澤
さ

ん
の
世
話
に
な
り
な
が
ら
我
が
家
に

も
年
数
回
は
遊
び
に
来
て
い
た
。
そ

の
際
に
は
大
澤
家
の
話
題
を
よ
く

し
、
大
澤
さ
ん
の
子
息
の
成
長
を
何

よ
り
の
楽
し
み
に
し
て
い
た
よ
う

だ
。

　

叔
母
は
90
歳
を
過
ぎ
て
も
電
車
を

乗
り
継
い
で
姫
路
か
ら
我
が
家
に
遊

び
に
来
て
い
た
が
、
２
０
１
０
年
３

月
、
私
が
身
元
引
受
人
に
な
っ
て
特

養
施
設
に
入
居
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
血
圧
が
高
く
、
そ
れ
が
原
因
で

施
設
入
居
後
も
脳
梗
塞
を
患
っ
た
こ

と
が
あ
っ
た
が
、
持
ち
前
の
生
命
力

で
乗
り
切
っ
て
き
た
。
最
期
を
看
取

っ
た
大
澤
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
お
気
に

入
り
の
写
真
を
自
ら
の
葬
儀
用
遺
影

に
指
定
し
、
臨
終
の
日
に
は
、
東
京

在
住
の
私
の
妹
か
ら
届
い
た
ク
リ
ス

マ
ス
・
カ
ー
ド
を
見
取
っ
て
永
眠
し

た
と
い
う
。

　

叔
母
は
、「
人
生
は
試
練
の
連
続

で
あ
り
、
一
見
、
理
不
尽
で
受
け
入

れ
難
い
現
実
に
直
面
す
る
こ
と
も
あ

る
。
し
か
し
、
そ
う
い
う
と
き
で
も

自
分
を
見
失
わ
ず
に
、
前
を
向
い
て

快
活
に
生
き
る
。
そ
う
す
る
こ
と
に

よ
り
、
苦
か
っ
た
過
去
も
振
り
返
れ

ば
懐
か
し
い
思
い
出
に
な
る
」
と
実

感
し
て
い
た
よ
う
に
思
う
。
遺
族
と

し
て
は
も
ち
ろ
ん
一
抹
の
寂
し
さ
は

あ
る
が
、
叔
母
に
涙
は
ふ
さ
わ
し
く

な
い
。只
々
感
謝
す
る
の
み
で
あ
る
。

「
事
は
成
就
し
た
。
私
は
ア
ル
フ
ァ

で
あ
り
、
オ
メ
ガ
で
あ
る
。」（
ヨ
ハ

ネ
黙
示
録
21
・
６
）

マ
リ
ア  

永
沼
輝
子  

伝
道
師  

逝
去

叔
母
・

マ
リ
ア
永
沼
輝
子

の
想
い
出

※
神
戸
市
内
の
小
学
校
で
音
楽
教
諭
を

務
め
る
臼
井
真
氏
が
、
震
災
か
ら
２

週
間
後
、
テ
レ
ビ
に
映
る
三
宮
の
街

の
変
わ
り
果
て
た
姿
に
衝
撃
を
受

け
、
作
詞
作
曲
し
た
も
の
で
、
多
く

の
人
々
の
心
を
捉
え
て
希
望
の
灯
と

な
り
、
神
戸
復
興
を
願
う
シ
ン
ボ
ル

に
な
っ
た
曲
。
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2016年
3 月 号

司
祭　

オ
ー
ガ
ン
ス
チ
ン　

與
賀
田
　
光
嗣

「
主
と
共
に
大
斎
を
歩
む
」

「
主
と
共
に
大
斎
を
歩
む
」

　

今
年
は
二
月
十
日
の
水
曜
日
に
大

斎
始
日
、
灰
の
水
曜
日
が
あ
り
、
大

斎
節
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

大
斎
節
は
、い
わ
ゆ
る
、断
食
（
節

制
）
と
施
し
、
祈
り
の
季
節
で
す
。

大
斎
克
己
献
金
に
見
ら
れ
ま
す
よ
う

に
、
自
分
の
自
己
中
心
的
な
生
き
方

を
克
服
し
、
己
に
克
つ
、
と
い
う
印

象
が
強
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

確
か
に
そ
れ
も
そ
う
な
の
で
す

が
、
誘
惑
と
い
う
も
の
は
、
自
分
が

何
か
を
達
成
し
た
、
と
思
っ
た
時
に

や
っ
て
く
る
も
の
で
す
。
主
イ
エ
ス

が
飢
え
を
覚
え
ら
れ
た
の
は
、
悪
魔

か
ら
の
誘
惑
が
あ
っ
た
の
は
、
四
十

日
の
断
食
を
終
え
ら
れ
た
後
だ
、
と

い
う
こ
と
覚
え
た
い
も
の
で
す
。

　

私
た
ち
が
持
つ
あ
る
種
の
達
成

感
。
そ
れ
を
見
て
貰
い
た
い
、
自
分

を
わ
か
っ
て
欲
し
い
と
い
う
思
い
。

こ
れ
が
、
時
に
は
、
自
分
の
思
い
通

り
に
し
た
い
、
自
分
が
一
番
に
な
り

た
い
、
他
人
は
ど
う
で
も
よ
い
、
と

い
う
思
い
に
繋
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

そ
ん
な
時
、「
あ
、
今
、
自
分
は
、

こ
れ
は
や
っ
ち
ゃ
い
け
な
い
」と「
胸

が
痛
む
時
」、
良
心
が
痛
む
時
、
誘

惑
を
「
覚
え
る
」
の
で
す
。

＊

　

克
己
、
己
に
克
つ
、
誘
惑
に
打
ち

勝
つ
、
自
己
中
心
的
な
生
き
方
を
克

服
す
る
。こ
う
い
っ
た
字
面
で
す
と
、

な
ん
だ
か
「
弱
い
自
分
」
は
駄
目
な

ん
だ
、
強
く
な
ら
な
く
ち
ゃ
い
け
な

い
、
と
い
う
よ
う
な
気
が
し
て
き
ま

す
。

　

し
か
し
、
も
う
少
し
深
く
考
え
ま

す
と
、
弱
い
自
分
に
気
づ
く
時
、
胸

が
痛
む
時
と
は
、「
こ
れ
は
や
っ
ち

ゃ
い
け
な
い
」、「
本
当
は
こ
う
し
た

方
が
よ
い
」、「
神
様
が
私
に
求
め
て

い
る
こ
と
は
何
な
の
か
」
を
知
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

そ
れ
は
、
神
様
の
声
を
聞
こ
う
と

し
て
聞
こ
え
て
い
る
、
と
い
う
よ
り

も
、
ず
っ
と
隣
り
で
神
様
が
話
し
か

け
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
、
だ
か
ら
、

た
ま
に
な
ん
と
か
そ
れ
に
気
づ
く
こ

と
が
で
き
る
。
気
づ
く
と
、
悩
ん
だ

り
、
胸
が
痛
ん
だ
り
す
る
、
と
い
う

こ
と
で
し
ょ
う
。

　

で
す
か
ら
、
誘
惑
を
覚
え
る
と
い

う
の
は
、
悪
い
こ
と
で
は
な
い
の
で

す
。
い
わ
ば
、
神
様
の
お
恵
み
な
の

で
す
。
神
様
が
ど
ん
な
時
で
も
、
あ

な
た
の
側
に
お
ら
れ
る
と
い
う
証
拠

で
す
。

　

そ
し
て
、
誘
惑
を
覚
え
る
と
い
う

こ
と
は
、
同
時
に
、
あ
な
た
が
誘
惑

と
戦
お
う
と
し
て
い
る
証
拠
、
あ
な

た
が
神
様
に
支
え
ら
れ
て
十
字
架
の

道
行
き
を
歩
も
う
と
し
て
い
る
証

拠
、
主
イ
エ
ス
が
あ
な
た
と
共
に
歩

ま
れ
て
い
る
証
拠
な
の
で
す
。

＊

　

だ
か
ら
主
イ
エ
ス
は
常
に
、「
安

心
し
て
行
き
な
さ
い
」と
言
わ
れ
る
。

「
わ
た
し
の
軛
は
負
い
や
す
い
」
と

言
わ
れ
る
。
十
字
架
か
ら
逃
げ
出
し

て
、
夕
暮
れ
の
エ
マ
オ
へ
の
道
で
、

夕
暮
れ
の
方
か
ら
、
沈
み
欠
け
の
夕

日
か
ら
や
っ
て
来
ら
れ
て
、
弟
子
た

ち
と
共
に
、
彼
ら
が
逃
げ
だ
そ
う
と

す
る
夕
暮
れ
の
方
向
へ
、
共
に
歩
ん

で
く
だ
さ
る
の
で
す
。

　

弟
子
た
ち
は
そ
の
方
が
誰
か
気
づ

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
共
に
い
る
よ

う
に
お
願
い
を
し
、
主
イ
エ
ス
は
彼

ら
の
た
め
に
パ
ン
を
裂
か
れ
ま
し

た
。

　

弟
子
た
ち
の
脳
裏
に
、
今
ま
で
も

こ
と
あ
る
毎
に
パ
ン
を
裂
き
、
与
え

ら
れ
る
主
の
御
姿
が
浮
か
び
ま
し

た
。
十
字
架
の
上
で
、
裂
か
れ
た
主

の
御
姿
が
浮
か
び
ま
す
。
今
、
な
お

も
目
の
前
で
、
側
で
、
パ
ン
を
裂
か

れ
る
主
イ
エ
ス
の
御
姿
に
気
づ
く
の

で
す
。

「
こ
れ
は
あ
な
た
が
た
の
た
め
に
与

え
る
私
の
体
で
あ
る
」
と
い
う
言
葉

が
心
に
響
き
ま
す
。

　

そ
の
時
、日
々
の
私
た
ち
の
命
が
、

主
ご
自
身
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
、
常
に
主
が
お
ら
れ

る
と
い
う
こ
と
を
悟
り
ま
す
。

　

す
る
と
主
の
姿
は
見
え
な
く
な
り

ま
し
た
が
、
も
う
弟
子
た
ち
は
心
細

く
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
彼
ら
は

沈
み
か
け
の
夕
日
を
背
に
し
て
、
ど

ん
ど
ん
と
長
く
な
る
自
分
の
影
を
見

つ
め
な
が
ら
、
暗
い
方
向
の
エ
ル
サ

レ
ム
へ
と
、
歩
み
出
し
た
の
で
す
。

　

大
斎
節
の
歩
み
と
は
、
荒
れ
野
の

四
十
日
の
歩
み
と
は
、
あ
な
た
の
人

生
の
歩
み
と
は
、
キ
リ
ス
ト
が
共
に

歩
ま
れ
る
道
行
き
な
の
で
す
。
で
す

か
ら
、「
安
心
し
て
」、
十
字
架
と
復

活
の
道
行
き
を
、
共
に
、
祈
り
つ
つ

歩
ん
で
参
り
ま
し
ょ
う
。

11
月
15
日
（
日
）

　

ド
ロ
テ
ヤ　

藤　

井　

美　

子

松
山
聖
ア
ン
デ
レ
教
会

12
月
25
日
（
金
）

　

ペ
テ
ロ　

牧　

岡　

広　

樹

神
戸
聖
ミ
カ
エ
ル
教
会

　

ル
シ
ア　

川　

添　

遙　

奈

高
知
聖
パ
ウ
ロ
教
会

１
月
24
日
（
日
）

　

ク
ラ
ラ　

高　

倉　

朱　

里

米
子
聖
ニ
コ
ラ
ス
教
会

11
月
29
日
（
日
）

　

ド
ロ
テ
ヤ　

藤　

井　

美　

子

松
山
聖
ア
ン
デ
レ
教
会

　

ミ
カ
エ
ル　

村　

上　

紳
一
郎

　

テ
レ
ジ
ヤ　

村　

上　

寿　

恵

大
洲
聖
公
会

（
於
：
松
山
聖
ア
ン
デ
レ
教
会
）

12
月
6
日
（
日
）

　

ア
ン
ナ　

米
澤　

玲
子

　

ヨ
ハ
ネ　

宮
城
正
太
朗

米
子
聖
ニ
コ
ラ
ス
教
会

12
月
25
日
（
金
）

　

ペ
テ
ロ　

牧
岡
広
樹
兄

神
戸
聖
ミ
カ
エ
ル
教
会

２
月
６
日
（
土
）

　

ミ
カ
エ
ル　

村　

上　

紳
一
郎

　

テ
レ
ジ
ヤ　

村　

上　

寿　

恵

大
洲
聖
公
会

１
月
１
日
（
金
）

　
マ
ー
ガ
レッ
ト　

小　

野　

登
美
子

明
石
聖
マ
リ
ア
・
マ
グ
ダ
レ
ン
教
会

１
月
７
日
（
木
）

　

ペ
テ
ロ　

村　

上　

忠　

愛

大
洲
聖
公
会

１
月
13
日
（
水
）

　

ペ
テ
ロ　

大　

東　

謙　

一

明
石
聖
マ
リ
ア
・
マ
グ
ダ
レ
ン
教
会

11
月
15
日
（
日
）

　

D
errich M

itchell

　

英
国
国
教
会
よ
り

松
山
聖
ア
ン
デ
レ
教
会
へ

11
月
30
日
（
月
）

　
ク
リ
ス
チ
ナ　

佐
々
木　

さ
ゆ
り

　

福
岡
聖
パ
ウ
ロ
教
会
よ
り

高
知
聖
パ
ウ
ロ
教
会
へ

１
月
12
日
（
火
）

　

デ
ボ
ラ　

高　

倉　

桃　

子

　

ダ
ビ
デ　

高　

倉　
　
　

一

　

志
木
聖
母
教
会
よ
り

米
子
聖
ニ
コ
ラ
ス
教
会
へ

　

西
四
国
伝
道
区
で
は
、
１
月
９
日

（
土
）
に 

松
山
聖
ア
ン
デ
レ
教
会
に

て
、
伝
道
区
委
員
会
を
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

伝
道
区
会
で
は
、
２
０
１
５
年
の

活
動
報
告
と
会
計
報
告
、
２
０
１
６

年
の
活
動
計
画
と
予
算
に
つ
い
て
協

議
さ
れ
ま
し
た
。

　

５
月
に
は
、
交
流
会
を
開
催
す
る

予
定
。

　

２
月
２
日
（
火
）
神
戸
昇
天
教
会

に
於
い
て
、
神
戸
伝
道
区
婦
人
会
被

献
日
聖
餐
式
が
、
小
南
晃
司
祭
の
司

式
の
も
と
、
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

礼
拝
で
は
、
小
南
司
祭
か
ら
被
献

日
の
意
味
と
、
同
日
が
日
本
聖
公
会

婦
人
会
の
記
念
日
で
あ
る
こ
と
の
お

説
教
が
あ
り
ま
し
た
。礼
拝
後
に
は
、

昇
天
教
会
の
ホ
ー
ル
で
、
昇
天
教
会

の
婦
人
会
の
皆
さ
ん
が
ご
用
意
し
て

下
さ
っ
た
豚
汁
や
お
漬
物
の
昼
食
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
テ
ー

ブ
ル
ご
と
に
分
か
れ
て
の
ク
イ
ズ
大

会
な
ど
が
行
わ
れ
、
楽
し
い
交
わ
り

の
時
と
な
り
ま
し
た
参
加
者
35
名
。

　

２
０
１
６
度
は
、
姫
路
顕
栄
教
会

の
婦
人
有
志
が
当
番
と
な
り
、
降
臨

節
の
黙
想
会
、
被
献
日
礼
拝
の
準
備

を
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
、
伝
道
区
内
の
婦
人
た
ち
、
ま
た
、

す
べ
て
の
女
性
た
ち
の
奉
仕
と
活
動

を
覚
え
て
お
祈
り
く
だ
さ
い
。

鳩
だ
よ
り

鳩
だ
よ
り
《
敬
称
略
》

祝　
　

洗　
　

礼

祝　
　

堅　
　

信

祝　
　

聖　
　

婚

ご　
　

逝　
　

去

教　

籍　

移　

動

（
高
知
聖
パ
ウ
ロ
教
会
牧
師
）

神
戸
伝
道
区

西
四
国
伝
道
区

1日
2日
2日
5日
7日
11日
11日
13日
13日
15日
15日
15日
16日
17日
19日
19日
22日
23日
23日
25日
28日
28日

執 事
司 祭
司 祭
伝道師
伝道師
司　祭
宣教師
伝道師
司 祭
司 祭
司 祭
司 祭
伝道師
司　祭
司 祭
伝道師
司 祭
司 祭
伝道師
司　祭
主 教
主 教

中村　四朗
鈴木　尚夫
小南　　弘
岡井　ちゑ
億川　八郎
広瀬　輿吉
サ ン ダ ー
井 上　トヨ
荒砥　琢哉
山内　豊吉
小池　耕造
マクドナルド
鶴野　瑛治
堀　　六郎
ストロング
高山　ゆき
入交　源治
村田　　里
神崎　幸子
瀬山　岩雄
シンプソン
マ ン

パウロ
パウロ
ヨハネ

パウロ
メアリー

ペテロ
ジョン

ジョージ

トマス

マリア・マグダレン
ヨハネ
ジョン
ジョン

日時　2016年4月6日（木）午前10：30
場所　神戸聖ミカエル大聖堂
司式　主教　中村　　豊
説教　司祭　中原　康貴

＊4月の記念逝去教役者

4月の教区関係教役者
逝去記念聖餐式

お
詫
び
と
訂
正

『
神
の
お
と
ず
れ
１
・
２
月
号
』

の
鳩
だ
よ
り
で
、
12
月
17
日
の

逝
去
者
、
小
野
勝
哉
兄
が
「
呉

信
愛
教
会
」
と
な
っ
て
い
ま
し

た
が
、
正
し
く
は
「
岡
山
聖
オ

ー
ガ
ス
チ
ン
教
会
」
で
す
。

謹
ん
で
、
お
詫
び
し
、
訂
正
い

た
し
ま
す
。

神戸教区青年交流会のご案内
日　程
会　場
会　費
プログラム

締　切

3月20日（日）～21日（月）
神戸聖ミカエル教会、神戸教区会館
２,０００円

3月１３日（日）

新青年歓迎会、今年度の予定計画、交わりの時など。
申込は各教会へ届く案内をご覧ください。
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